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ＸＲＡＩＮ
エ ッ ク ス レ イ ン

（ＸバンドＭＰレーダネットワーク）配信エリア拡大！ 

９月５日より涌谷局（宮城県涌谷町）、岩沼局（宮城県亘理町）、伊達局（福

島県桑折町）、田村局（福島県田村市）の４基が一般配信を開始します。 

これに伴い、宮城県・山形県・福島県・栃木県・茨城県の一部が新たに観

測範囲となり、配信エリアが岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県の約１

７０市町村に拡大します。 

 

■『ＸＲＡＩＮ（ＸバンドＭＰレーダネットワーク）』とは 

近年、増加する集中豪雨や局所的な大雨（いわゆるゲリラ豪雨）による水害や土砂

災害等に対して、適切な河川管理や防災活動等に役立てるために、国土交通省では、

局所的な雨量をほぼリアルタイムに観測可能なＸバンドＭＰレーダの整備を進めて

います。 
 

 

■平成 25 年 9 月 5 日から６基により東北地区の降雨観測体制を強化 

東北地方においては、２基のＸバンドＭＰレーダ（一関局：岩手県一関市、一迫局：

宮城県栗原市ともに平成２３年７月１日配信開始）による観測を行っていましたが、今

回追加される４基により、仙台市、福島市など東日本大震災で被災した河川流域等

について監視が可能となり、既存の２基と併せて降雨観測体制の強化を図ります。 

なお、９月５日より北海道１基、関東３基を含め、全国で８基の新規レーダの運用を

開始予定です。 
 

 ■観測情報は、以下のＵＲＬにて配信しておりますのでご覧ください。 

   ＵＲＬ：http://www.river.go.jp/xbandradar 

 
＜発表記者会：宮城県政記者会、福島県政記者クラブ、東北電力記者会、東北専門記者会＞ 

問い合わせ先 

国土交通省 東北地方整備局   （代表） 022-225-2171 

 ・全般について 

河川部  水災害予報センター長   松井 幸一（内線 3521） 

河川部  水災害予報センター 

          洪水予測専門官   平葭 健作（内線 3522） 

 ・レーダ機器等の技術面について 

企画部  情報通信技術課長     文屋 泰雄 （内線 3351） 
 

※X-band polarimetric（multi parameter）RAder Information Network 
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